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地方創世に向け明るいニュース！
　

政
府
が
揚
げ
る
地
方
創
生
関
連
の
地
域
再

生
法
改
正
後
第
１
号
と
な
る
地
域
再
生
計
画

と
し
て
、「
地
域
資
源
を
活い

か
し
た
人
吉
ハ

ラ
ー
ル
促
進
区
を
実
現
す
る
た
め
の
地
域
再

生
計
画
」が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
計
画
は
、

世
界
人
口
の
約
４
分
の
１
を
占
め
る
ム
ス
リ

ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
の
観
光
客
誘
致
や
ハ

ラ
ー
ル
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
許
さ
れ
た
も
の
）

の
食
品
加
工
施
設
を
整
備
し
、
関
連
産
業
の

振
興
と
雇
用
の
拡
大
を
目
指
す
も
の
。

　

東
京
都
の
総
理
大
臣
官
邸
で
１
月
22
日
に

認
定
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
安
倍
総
理
大
臣

か
ら
田
中
市
長
へ
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
域
再
生
計
画
認
定
を
受
け
、
イ
ス
ラ
ム

教
の
お
き
て
に
添
っ
て
食
肉
を
解
体
す
る
ハ

ラ
ー
ル
専
用
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
人
吉
市
進
出

が
決
定
。
企
業
進
出
の
た
め
の
覚
書
の
調
印

式
が
２
月
12
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
牛
肉

の
加
工
・
販
売
、
飲
食
店
な
ど
を
展
開
し
て

①認定証授与式で安倍晋三総理大臣（右）と石破茂国務大臣（左）と並び認
定証を手にする田中市長　②企業進出のための覚書に署名する上村社長（左）
と田中市長　③企業進出という明るいニュースに多くの報道関係者が集まっ
た　④昨年 11 月には、ムスリムの方を市内に招待してモニターツアーを行
った　⑤ハラール専用食肉センターが進出する人吉中核工業用地（上漆田町）

い
る
株
式
会
社
カ
ミ
チ
ク
（
鹿
児
島
市
）
と

覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
牛
の
屠と

ち
く畜
や
牛
肉

の
ス
ラ
イ
ス
パ
ッ
ク
な
ど
を
行
う
食
肉
セ
ン

タ
ー
は
、人
吉
中
核
工
業
用
地
（
上
漆
田
町
）

内
に
平
成
28
年
４
月
か
ら
建
設
を
開
始
し
、

平
成
29
年
４
月
に
操
業
開
始
。
地
元
か
ら
最

初
は
50
人
程
度
を
雇
用
し
、
そ
の
後
拡
大
す

る
予
定
で
す
。

　

調
印
式
で
、同
社
の
上か

み
む
ら村

昌ま
さ
し志

社
長
は「
世

界
に
誇
れ
る
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
田
中
市
長
は
「
南
九
州
の
畜
産

振
興
の
拠
点
に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

地
方
創
世
に
伴
う
全
国
の
モ
デ
ル
地
域
と

な
る
よ
う
、
民
間
企
業
と
市
が
一
体
と
な
っ

て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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▲ 90 ～ 94 歳クラスの 100㍍などで世界記録
を持つ八代市の守田満

みつ

さん（左）も参加！ ▲無事完走！ 完走証と一緒にピース
▲ゴール後の赤飯やつぼん汁は温かくて美味しい♪

「
家
族
と
走
る
、
家
族
が
応
援

す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

12
回
ひ
と
よ
し
春
風
マ
ラ
ソ
ン
を
2

月
15
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
開
会
式
で
は
、
橋は

し
づ
め爪
亮あ

き
ひ
こ彦

さ
ん
・
愛あ

ゆ由
さ
ん
（
北
泉
田
町
）
と

脇わ
き
ざ
き﨑
和か

ず
ひ
こ彦
さ
ん
・
怜れ

い
な音
さ
ん
（
多
良

木
町
）
の
2
組
の
親
子
が
「
家
族
と

走
る
楽
し
さ
を
か
み
し
め
、
家
族
の

応
援
を
力
に
変
え
て
最
後
ま
で
走
り

抜
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
元
気
に

選
手
宣
誓
。

　

大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

全
国
各
地
か
ら
集
っ
た
ラ
ン
ナ
ー

６
０
９
６
人
が
、
次
々
に
ハ
ー
フ
、

３
㌔
、５
㌔
、10
㌔
、２
㌔
と
ス
タ
ー

ト
。
選
手
た
ち
は
沿
道
の
家
族
や
地

元
の
方
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
春
の

人
吉
路
を
走
り
抜
き
ま
し
た
。　

▲老人クラブの皆さん手作りの小旗でランナーを応援

▲下戸越町の菜の花畑を走り抜けるハーフの部の先頭集団▲モデルで県観光アドバイザーも務める特別ゲスト本堂亜紀さん

それぞれ個性的な衣装で完走したランナーの皆さん。 沿道を楽しませてくれました！

▲ランナーに負けじと地元住民も仮装で応援

▲家族を発見！ 沿道からは大きな声援が

▲橋爪さん・脇﨑さん親子が元気に選手宣誓！

第12回

▲家族仲良く一緒にゴール !!
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防災サポーター

機能別消防団

女性消防隊

基本団員
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消
防
団
っ
て
な
に
？

　

消
防
団
と
は
、
地
域
住
民
で
構

成
す
る
市
町
村
の
消
防
機
関
で

す
。
消
防
署
に
勤
め
る
消
防
職
員

は
専
門
職
の
地
方
公
務
員
で
す

が
、
消
防
団
員
は
普
段
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
し
て
い
る
住
民
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
出
動
す
る
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
。
ひ
と

た
び
火
災
や
災
害
が
起
こ
る
と
団

員
た
ち
は
職
場
な
ど
か
ら
管
轄
地

域
の
詰
め
所
に
急
行
し
、
消
防
車

両
に
乗
り
込
ん
で
現
場
に
向
か
い

ま
す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
！
」
と
い
う
精
神

に
基
づ
き
、
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
地
域
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

団
員
の
多
く
は
、
地
理
な
ど
の

地
域
事
情
を
把
握
し
て
い
る
地
元

住
民
。
消
防
団
は
住
民
に
と
っ
て

安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
最
も
身
近

で
頼
り
に
な
る
存
在
な
の
で
す
。

消
火
活
動
だ
け
じ
ゃ
な
い

　

消
防
団
の
活
動
は
火
災
が
起
き

た
と
き
の
消
火
活
動
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
台
風
や
豪
雨
、
地
震

な
ど
の
災
害
時
の
救
助
・
救
援
や
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
平
常
時
は
、
住
民
へ

の
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
や
、
地

域
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
活

動
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

団
員
数
減
少
に
ス
ト
ッ
プ
!?

　

昭
和
30
年
代
全
国
に
約

１
５
０
万
人
い
た
消
防
団
員
は
、

現
在
約
86
万
人
と
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
熊
本

県
は
平
成
25
年
4
月
か
ら
１
年
間

の
団
員
増
加
が
１
５
７
人
で
全
国

１
位
。
本
市
は
55
人
増
で
、
県
内

で
は
熊
本
市
に
続
く
２
番
目
の
増

員
数
で
し
た
。

　

人
吉
市
消
防
団
は
、
基
本
団
員

や
女
性
消
防
隊
の
ほ
か
に
機
能
別

消
防
団
員
や
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
で

組
織
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に

導
入
し
た
機
能
別
消
防
団
は
、
消

防
署
か
ら
遠
か
っ
た
り
日
中
に
消

防
団
員
が
少
な
か
っ
た
り
と
い
う

防
団
に
複
数
入
団
し
、
消
防
団
活

動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
事

業
所
を
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

消
防
団
員
証
を
作
り
、
市
内
の
飲

食
店
な
ど
で
提
示
す
れ
ば
い
ろ
い

ろ
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
「
消
防

団
応
援
の
店
」
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
に
は
、「
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
が
成

立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、

消
防
団
へ
の
入
団
促
進
や
消
防
団

員
の
処
遇
改
善
、
装
備
・
教
育
訓

練
の
充
実
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
消
防
団
の
役
割
は
ま
す
ま
す
拡

大
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
消
防

団
員
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
る
新

た
な
力
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

消防団に入ろう！

団
　
長

　
　
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
　
副
団
長
　
ラ
ッ
パ
隊
　
女
性
消
防
隊

第１方面隊長

第１分団

第１部 田町・麓町・新町・南町
第２部 九日町・紺屋町・鍛冶屋町
第３部 大工町・二日町・五日町・七日町
第４部 上新町・下新町・願成寺町

第２分団
第１部 鬼木町・鶴田町・北泉田町・南泉田町
第２部 上青井町・中青井町・下青井町・駒井田町
第３部 瓦屋町・城本町・井ノ口町・合ノ原町

第２方面隊長 第３分団
第１部 上林町・中林町・下林町・温泉町
第２部 上原田町・下原田町
第３部 中神町

第３方面隊長 第４分団

第１部 上薩摩瀬町・下薩摩瀬町・下城本町・宝来町・相良町
第２部 矢黒町・上永野町・下永野町
第３部 鹿目町・上戸越町・下戸越町

鹿目機能別消防団

第５分団

第１部 西間上町・西間下町
第２部 蓑野町・古仏頂町
第３部 木地屋町・東大塚町・桑木津留・西大塚町・高仁田・田野町

第４方面隊長 田野機能別消防団

第６分団
第１部 東間上町・東間下町
第２部 七地町・浪床町・蟹作町・赤池原町・赤池水無町・赤池水無町外園

第５方面隊長 第７分団

第１部 上漆田町・東漆田町・下漆田町
第２部 上田代町・下田代町
第３部 大畑町・大畑麓町・大野町・矢岳町

矢岳機能別消防団

人吉市消防団組織図

人吉市の消防団員数の推移

人吉市消防団本部

　火災や災害時の消火・救助活動や認知症高齢者の捜索活動など、さまざまな場面で活躍している消防団は
地域防災の要。しかし、全国的に消防団員の減少が深刻化しています。地域の安全・安心のために欠かせな
い消防団。その活動内容と、新しい取り組みについて紹介します。

山
間
地
域
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
鹿
目
・
田
野
・
矢
岳
町
の
住

民
が
自
ら
地
域
を
守
る
た
め
組

織
。
昨
年
４
月
に
導
入
し
た
防
災

サ
ポ
ー
タ
ー
「
市
民
の
命
を
守
り

隊
」
は
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
結

成
。
災
害
時
の
住
民
避
難
に
限
定

し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
た
な
団
員
導
入

を
行
っ
た
こ
と
が
団
員
数
増
加
に

つ
な
が
り
ま
し
た
が
、
本
市
で
も

少
子
高
齢
や
過
疎
が
進
む
中
、
基

本
団
員
は
年
々
減
少
し
て
い
る
の

が
状
況
で
す
。
本
市
の
団
員
は
現

在
５
１
２
人
。
地
域
を
守
る
に

は
、
も
っ
と
多
く
の
団
員
が
必
要

で
す
。

家
族
や
地
域
の
協
力
が
必
要

　

消
防
団
と
し
て
活
動
す
る
に

は
、
周
囲
の
理
解
や
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
市
で
は
、
従
業
員
が
消

　

全
国
的
に
消
防
団
離
れ
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
人
吉
市
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
高

齢
化
が
さ
ら
に
進
む
将
来
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
団
員
確
保
は

大
き
な
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、

今
年
度
始
め
た
新
た
な
取
り
組

み
が
、
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
「
市

民
の
命
を
守
り
隊
」
と
「
消
防

団
応
援
の
店
」
で
す
。

　

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
は
幹
部
を

経
験
し
た
消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
声
を

掛
け
ま
し
た
が
、
み
ん
な
快
く

引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
彼

ら
の
経
験
は
災
害
時
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
初
の
取
り
組
み
と
な
る

「
消
防
団
応
援
の
店
」
は
、
飲

食
店
や
温
泉
施
設
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
現
在
39
軒
。
加

盟
店
は
店
頭
に
「
消
防
団
応
援

の
店
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
み
ん
な
が
、
地
域
ぐ
る

み
で
消
防
団
を
応
援
し
て
く
れ

る
こ
と
が
本
当
に
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通

し
て
消
防
団
の
存
在
や
重
要
性

を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
担
う
消
防
団
員
が
誇
り
を

持
っ
て
活
動
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
団
員
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
消
防
団
の
丸
尾
団

長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

▲「消防団応援の店」
に貼られたステッカー

人吉市消防団　団長

丸尾 喜
き よ と

世人 さん

～大切なまち、守りたい人がいます～

▲団員一人一人に発行した消防団員証。「応
援の店」で提示すれば特典が受けられる

▲昨年４月に結成した「市民の命を守り隊」。
オレンジ色のベストとヘルメットが目印だ

特  

集
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　自分の生まれ育ったまち、住み慣れた地域、そして大切な家族を守るため、消防団活動に参
加しませんか？  人吉市に住んでいるか、勤務している18歳以上の方なら誰でも入団できます。
消防団への入団を、心からお待ちしています！

問合せ　市防災安全課防災安全係（☎２２－２１１１　内線３３７２）

人吉のまちを守るには、あなたの力が必要です

人 吉 市 消 防 団  団 員 募 集 ！

　実際の現場で活動する現役の消防団員に、消防団に入団
して得たものや経験したことを聞きました。

消防団活動で得たもの

人吉市女性消防隊

金
かなくり

栗 由
ゆ か

佳さん

現
場
で
知
っ
た
消
防
団
の
力

　

消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
29
歳

の
こ
ろ
で
す
。
年
齢
的
に
遅
い
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
地
域
に
貢
献

し
よ
う
と
入
団
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
４
年
目
で
す
が
、
実
際
の

火
事
の
現
場
に
も
数
回
出
動
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
現
場

で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
指
揮
命

令
系
統
の
も
と
団
員
が
き
び
き
び

動
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
消
火

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
働
き
ぶ

り
を
見
て
、
消
防
団
は
本
当
に
重

要
な
存
在
だ
と
感
じ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

入
団
し
て
広
が
っ
た
人
脈

　

水
上
村
出
身
の
私
は
就
職
で
人

吉
へ
来
ま
し
た
が
、
当
初
の
知
り

合
い
は
仕
事
関
係
と
近
所
の
人
く

ら
い
。
で
も
消
防
団
に
入
っ
て
か

ら
付
き
合
い
の
幅
が
一
気
に
広
が

り
ま
し
た
。
ま
ず
は
同
じ
部
の
仲

間
た
ち
。
年
齢
も
職
業
も
違
う
人

た
ち
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
刺
激

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
地
域
の
人

た
ち
。
私
が
所
属
す
る
第
４
分
団

第
１
部
の
管
轄
は
５
町
内
あ
り
ま

す
が
、
消
火
器
の
詰
め
替
え
で
地

域
を
回
っ
た
り
、
地
元
出
身
の
団

員
や
Ｏ
Ｂ
の
方
が
紹
介
し
て
く
れ

た
り
と
、
地
域
の
人
た
ち
と
幅
広

く
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
地
域
で
は
、

学
校
や
保
育
園
、
町
内
会
、
子
ど

も
会
な
ど
で
役
員
を
務
め
て
活
躍

し
て
い
る
消
防
団
員
が
多
く
い
ま

す
。
校
区
の
運
動
会
な
ど
、
行
事

が
あ
る
と
先
頭
に
立
つ
の
も
消
防

団
員
。
地
域
で
と
て
も
頼
ら
れ
て

い
る
存
在
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
も
消
防
団
入
団
を
き
っ
か
け

に
、
い
ろ
い
ろ
な
役
員
を
さ
せ
て

も
ら
う
よ
う
に
な
り
、
い
い
経
験

に
な
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
や
絆
が
大
き
な
財
産
に

　

消
防
団
と
い
う
と
、「
厳
し
い
」

「
き
つ
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
出
動

を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
家
族
優
先
、
仕
事
優
先

で
す
。
で
も
出
初
式
や
消
防
操
法

大
会
の
前
に
な
る
と
、
つ
い
練
習

に
も
熱
が
入
り
ま
す
ね
（
笑
）

　

以
前
、
消
防
操
法
大
会
に
出
て

大
き
な
失
敗
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
優
勝
を
目
指
し
て
い
た
の

で
と
て
も
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、

部
の
仲
間
や
Ｏ
Ｂ
の
方
た
ち
が
す

ご
く
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一

生
懸
命
や
る
か
ら
こ
そ
、
珍
プ

レ
ー
が
出
た
り
失
敗
し
た
り
し
ま

す
。
そ
れ
を
責
め
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
笑
い
話
に
し
て

く
れ
る
仲
間
の
存
在
が
あ
り
が
た

い
で
す
ね
。

　

仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
な
ど

で
も
仲
間
は
で
き
ま
す
が
、
消
防

団
は
利
益
や
勝
ち
負
け
が
目
的
で

は
な
く
、「
地
域
を
守
ろ
う
、
市

民
を
守
ろ
う
」
と
い
う
目
的
で
強

く
結
束
し
た
仲
間
。
消
防
団
活
動

で
得
ら
れ
た
仲
間
や
地
域
と
の
絆

は
、
一
生
の
財
産
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
経
験
を
知
り
合
い

に
話
し
、入
団
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、

４
月
か
ら
３
人
の
部
員
が
入
っ
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

た
な
仲
間
と
の
活
動
を
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▲１番員として出場した一昨年の消防操法大会

▲今年の出初式では見事総合優勝！

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
活
躍

　

現
在
、
全
国
で
約
２
万
２
千
人
の
女

性
消
防
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
人

吉
市
で
も
15
人
の
女
性
が
「
女
性
消
防

隊
」
と
し
て
活
動
中
。
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
を
生
か
し
、
地
域
に
密
着
し
た

防
火
・
防
災
の
広
報
や
啓
発
を
行
う
こ

と
が
主
な
活
動
内
容
で
す
。

　

災
害
が
起
き
た
場
合
は
、
男
性
団
員

の
よ
う
に
現
場
の
第
一
線
に
出
動
す
る

こ
と
は
な
く
、後
方
支
援
が
主
な
任
務
。

規
律
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
作
の
訓
練
も
行

い
、
出
初
式
や
隔
年
開
催
の
熊
本
県
女

性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
て
成
果
を

披
露
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
女
性
消
防
隊
と
し
て
活
動

し
て
く
れ
る
女
性
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
！

　職場の先輩の誘いで女性消防隊に入隊
し、現在７年目です。看護師をしていま
すが、隊員にはいろいろな職業の方がい
るので交流の幅が広がりました。
　「女性消防隊」と聞くと大変だと思わ
れがちですが、気軽に活動できてとても
楽しいですよ！　女性の皆さん、私たち
と一緒に活動しませんか？

　消防団として活躍するのは男性ばかりではありません。女性
ならではの視点を生かして活動する女性消防隊を紹介します。

女性も活躍しています！

▲一昨年の熊本県女性消防操法大会 ▲出初式の観閲でりりしい姿を披露 ▲市総合防災訓練で市民に救命講習

▲救急フェアに参加し活動をＰＲ

INTERVIEW

田浦 大輔さん（下薩摩瀬町）
昭和56年10月13日生まれ。平成23年４月に人
吉市消防団に入団し、第３方面隊第４分団第１
部に所属。体を動かすのが好きで、社会人の野
球チームでも活躍中。会社員
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歌
好
き
の
皆
さ
ん
に
自
慢
の
の
ど

を
披
露
し
て
も
ら
う
「
人
吉
の
ど

自
慢
大
会
」
を
２
月
11
日
に
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
照
ら
す
ス

テ
ー
ジ
に
、
人
吉
球
磨
の
老
若
男
女

26
組
が
登
場
。
プ
ロ
顔
負
け
の
歌
唱

力
や
衣
装
で
、
満
席
と
な
っ
た
会
場

を
魅
了
し
ま
し
た
。
司
会
を
務
め
た

の
は
人
吉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ボ
ー
イ
の

２
人
。
新
曲
も
披
露
し
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
一ひ

と
と青
窈よ

う

の
「
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
」
を
歌
っ
た
湯
前
中
２
年
生
の
藤

本
豪ご

う
か
い海
さ
ん
（
湯
前
町
）
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

優勝を飾り「ハナミズキ」を歌う藤本さん

プロ顔負けの歌を披露！
おどんな日本一！ 人吉のど自慢大会

　

昨
年
末
、
球
磨
川
に
転
落
し
た
女

性
を
救
出
し
た
栁
瀨
成な

り
ひ
ろ博
さ
ん
・
光み

里さ
と

さ
ん
夫
婦
（
宝
来
町
）
と
下し

も
む
し
き

無
敷

一
清
さ
ん
（
多
良
木
町
）
の
３
人
が

救
助
功
労
と
し
て
人
吉
下
球
磨
消
防

組
合
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
、
同
組
合
は
「
迅
速
な
行
動
で
女

性
は
軽
傷
で
済
み
、
子
ど
も
も
無
事

だ
っ
た
」と
３
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
。

　

宝
来
町
の
球
磨
川
右
岸
に
転
落
し

た
女
性
を
、
近
く
に
住
む
栁
瀨
さ
ん

と
通
り
か
か
っ
た
下
無
敷
さ
ん
が
川

に
入
り
救
助
。
光
里
さ
ん
は
１
１
９

番
通
報
し
、
一
緒
に
い
た
子
ど
も
を

保
護
し
ま
し
た
。

感謝状と記念品を手にする栁瀨さん夫婦

迅速な行動で女性を救う
人吉下球磨消防組合救助功労表彰

　

第
58
回
熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

（
熊
本
県
広
報
協
会
、
熊
本
日
日
新

聞
社
主
催
）
で
「
広
報
ひ
と
よ
し
」

が
広
報
紙
・
市
部
で
入
選
、
広
報
写

真
・
組
み
写
真
の
部
で
特
選
を
受
賞

し
ま
し
た
。
広
報
紙
・
市
部
で
の
入

賞
は
５
年
連
続
、
広
報
写
真
・
組
み

写
真
の
部
で
の
入
賞
は
２
年
連
続
。

　

今
回
の
受
賞
も
、
人
吉
市
の
魅
力

と
市
民
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
た
結
果
で
す
。
取
材
を
快
く

受
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
声
を
掛
け

て
い
た
だ
い
た
り
と
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

大
切
な
情
報
と
笑
顔
を
届
け
る
広
報

紙
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

記念の盾と賞状を手に笑顔の担当者

市民の皆さんのおかげです！
「広報ひとよし」県広報コンクール２部門入賞

磁石が鉄を付ける様子をタブレットパソコンで撮影

　

県
教
育
委
員
会
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
「
未
来

の
学
校
」
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

推
進
校
に
指
定
さ
れ
た
人
吉
東
小
で
、

１
月
23
日
に
公
開
授
業
が
あ
り
ま
し

た
。
大
勢
の
学
校
関
係
者
が
視
察
に

訪
れ
、
１
・
５
年
生
の
算
数
、
２
・
４

年
生
の
道
徳
、
３
・
６
年
生
の
理
科
の

授
業
を
参
観
。

　

３
年
生
の
理
科
は
磁
石
の
働
き
に

つ
い
て
学
び
、
児
童
は
棒
磁
石
や
Ｕ

字
型
磁
石
の
ど
こ
に
ど
れ
く
ら
い
の

鉄
が
付
く
の
か
を
観
察
。
そ
の
様
子

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
で
撮
影
し
、

写
真
を
電
子
黒
板
に
転
送
し
て
調
べ

た
結
果
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

IＣＴで授業が変わる
「未来の学校」創造プロジェクト推進事業

　

地
域
福
祉
の
推
進
を
目
指
し
、
健

康
と
福
祉
の
祭
典
「
み
ん
な
し
あ
わ

せ
☆
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
を
２
月

７
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
畑
矢
岳
校
区

社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
協
力
校
の
児
童
・
生
徒
が
活
動

報
告
や
感
想
文
を
発
表
。
長
寿
者
と

田
中
市
長
が
対
談
す
る
「
元
気
！
百

歳
万
歳
!!
」
で
は
、
百
歳
の
塩
杉
ス

ヨ
さ
ん
が
登
場
し
、
ご
主
人
と
の
馴

れ
初
め
や
歌
声
を
披
露
し
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
最
後
に
劇
団
「
き
ゃ

あ
」
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
会
場
は

笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

健康ゾーンではさまざまな機器であなたの健康をチェック会場の笑いが止まらない劇団「きゃあ」のステージ

みんな笑顔でみんな幸せ　みんなしあわせ☆スマイルフェスタ

トークで会場を沸かせた塩杉さん（中央）

　

プ
ロ
レ
ス
を
通
し
て
社
会
の
ル
ー

ル
や
人
の
痛
み
な
ど
を
教
え
る
「
教

育
プ
ロ
レ
ス
」
が
第
二
中
の
体
育
館

で
２
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
八
代
市
在
住
の
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
で「
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
求
道
軍
」

代
表
の
幸
村
ケ
ン
シ
ロ
ウ
さ
ん
が
提

唱
す
る
も
の
。
体
育
館
中
央
に
置
か

れ
た
リ
ン
グ
を
生
徒
が
囲
む
中
、
白

熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
幸
村
さ
ん
は
「
志
は
人

生
の
中
で
大
事
。
自
分
が
輝
け
る
場

所
は
絶
対
あ
る
」
と
エ
ー
ル
。
鳥
越

天ひ
ろ
と斗
生
徒
会
長
が
「
志
を
決
め
る
大

切
さ
を
学
ん
だ
。
生
活
の
中
に
生
か

し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

白熱した試合に生徒たちの目線がリングに集まる

プロレスから「志」を学ぶ
教育プロレス

球磨川の様子を撮影しタブレット端末で投稿する参加者

　

Ｇ
空
間
（
地
理
空
間
）
情
報
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
使
っ
た

防
災
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
を
目
指

し
、
市
は
１
月
25
日
と
２
月
８
日
に

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
が
産
学
官
連
携
で
取
り
組
む
総
務

省
委
託
の
「
Ｇ
空
間
シ
テ
ィ
構
築
事

業
」
の
一
つ
と
し
て
行
っ
た
も
の
。

　

２
月
８
日
の
訓
練
は
下
青
井
町
や

宝
来
町
な
ど
４
町
内
を
対
象
に
、
球

磨
川
の
浸
水
被
害
を
想
定
。
住
民
ら

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
現
場
の

災
害
状
況
を
撮
影
し
て
投
稿
。
市
役

所
に
置
か
れ
た
災
害
対
策
本
部
で
は
、

集
ま
っ
た
情
報
を
元
に
避
難
の
判
断

や
指
示
を
行
い
ま
し
た
。

先端技術で市民を守れ
Ｇ空間シティ構築事業に伴う防災訓練
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子ども・子育て支援新制度
　全ての子どもたちが笑顔で成長し、全ての家庭に安心して子育てできる喜びを感じてもらうために、４月から「子
ども・子育て支援新制度」が始まります。新制度は、共働き家庭だけではなく、全ての子育て家庭を支援します！

  １  幼稚園と保育園のいいところをひとつにした「認定こども園」の普及を図ります

　　これまで、子どもの保育の場として幼稚園と保育園が多く利用されてきました。新制度では、それに加えて両方
　のよさを併せ持つ「認定こども園」が利用できるようになります。認定こども園は保護者が働いている、いないに
　関わらず利用でき、地域の子育て支援も行う施設です。

新制度の取り組み

子ども・子育てに関する総合窓口を開設します！

  ２   幼児期の教育や保育、地域のさまざまな子育て支援の拡充や質の向上を進めます

　（１）必要とする全ての家庭が利用できる支援を目指します。
　　　幼稚園、保育園、認定こども園と、子どもの年齢や保護者の就労状況などに応じた施設を用意
　（２）子どもたちがより豊かに育っていける支援を目指します。
　　　保育園や認定こども園などの職員配置の改善、職員の処遇改善などを行い、教育・保育の質を向上

保育料
　保育料の算定基準を所得税額から市町村民税額へ変更になったことから、１号認定は国の基準どおりとし、２号・
３号認定は低所得者層に配慮し、現行より下げて階層区分を17階層に増やし保育料を設定します。新制度では、４
月に保育料を決定して毎年９月に保育料の切り替えを行います。

　市内の０歳から小学６年生までの子どもがいる934世帯に協力いただいた「子ども・子育て支援ニーズ調査」で、
子育てに関する総合窓口の設置について多数の意見をいただきました。本市では、このようなニーズに応えるた
めに、子ども・子育てに関する総合窓口を４月から設置します。保育施設や地域の子育て支援事業から必要な支
援を選択できるよう情報の提供や援助（申請書の書き方など）を行うほか、妊娠・出産・子育てのあらゆる相談
や悩みに対し切れ目ない支援を行い関係機関へつなぎます。

　　　　【子ども・子育てに関する総合窓口】

ほっとステーション 九ちゃんクラブ（☎３２－９５６６、九日町16番地１階）

  ３  地域の子育て支援を充実します

　　相談窓口の設置といった利用者支援や、放課後児童クラブ、地域子育て支援拠点、病児病後児保育などを充実

保育施設の利用方法が変わります
　新制度に移行した保育園や認定こども園を利用する場合は、市に申請して保育の必要性や必要量などに関する３つ
の区分認定を受けてもらいます。その後、認定内容を記載した「支給認定証」を交付。保護者は認定内容に応じて、
保育園や認定こども園からそれぞれのニーズにあった施設を利用します。※市内の幼稚園は平成27年度の新制度移行なし

　１号認定　教育標準時間認定　　　　
　　　　　　 満３歳以上の子どもで教育を希望する場合　⇒　認定こども園が利用可

　２号認定　満３歳以上・保育認定　　
　　　　　　 満３歳以上の子どもで保護者の就労などで保育を希望する場合　⇒　保育園、認定こども園が利用可

　３号認定　満３歳未満・保育認定
　　　　　　 満３歳未満の子どもで保護者の就労などで保育を希望する場合　⇒　保育園、認定こども園が利用可

認定区分

保育園・認定こども園で保育希望の場合の認定（２号・３号認定）は、次の３点が考慮されます
　１  保育の必要性
　　　就労、妊娠、出産、保護者の疾病・障害、同居または長期入院している親族の介護・看護、災害復旧、求職活動、
　　就学、虐待・ＤＶの恐れ、育児休業取得中に既に保育園などを利用している子どもの継続利用、そのほか市が認
　　める場合のいずれかに当てはまることが必要です。

　３  優先利用
　　　ひとり親家庭や生活保護世帯、生計中心者の失業、子どもに障害がある場合などには、保育施設の優先的な利
　　用が必要と判断する場合があります。

　２  保育の必要量
　　　就労を理由とする保育施設利用の場合、次のどちらかに区分されます。
　　　保育標準時間利用 …… フルタイム就労（１カ月120時間以上就労）を想定　⇒　１日11時間保育所を利用可
　　　保育短時間利用 ……… パートタイム就労（１カ月48時間以上120時間未満就労）を想定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　１日８時間保育所を利用可（保育時間は午前９時～午後５時）

問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２－２１１１  内線１１４６）

4 月からスタート！

４月からの市内保育施設

幼稚園 これまでと同様（平成 27 年度は新制度に移行する園はなし）

保育園
泉田保育園、おこば保育園、こばと保育園、善隣保育園、中原保育園、林保育園、
人吉乳児保育園、蓬莱保育園、ひまわり保育園

認定こども園 あいだ保育園、さざなみ保育園、せん月保育園、みどり保育園

※年度途中で、中原保育園が認定こども園に認可される可能性があります。

保育施設利用の流れ

　　幼稚園・認定こども園を利用する場合 …… 利用者は施設と契約し、保育料を施設に支払います。
　　保育園を利用する場合 …… 利用者は市と契約し、保育料を市に支払います。

保育園・
認定こども園
の場合

（２号・３号認定）

市に「保育の必要性」
の認定申請と保育施
設の利用を申し込む

幼稚園などに直接
利用を申し込む

市が認定証を交付
（２号・３号認定）

入園内定を受け、
園を通して利用の
ための認定を市に

申請

申し込み状況で
市が調整

園を通して市か
ら認定証を交付
（１号認定）

利用先の
決定・契約

利用先と
契約

幼稚園・
認定こども園
の場合

（１号認定）

※市内の幼稚園を利用する場合はこれまでと同様の流れです。
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３月25日 （水）午後１時30分～

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

水
道
使
用
の
開
始
・
中
止

な
ど
は
お
届
け
く
だ
さ
い
！

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
早
め
に
水

道
局
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
】

●
引
っ
越
し
な
ど
で
水
道
の
使
用

　

を
開
始
・
中
止
す
る
と
き

●
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と

　

き
【
届
出
内
容
の
変
更
】

●
水
道
使
用
者
の
名
義
を
変
更
す

　

る
と
き

●
支
払
方
法
を
変
更
す
る
と
き

●
料
金
の
請
求
書
送
付
先
を
変
更 

　

す
る
と
き

問
合
せ　

市
上
水
道
課

　

平
成
27
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
け
付
け
が
３
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

５
人
以
上
で
団
体
活
動
を
行
う

方
が
加
入
可
能
で
、
団
体
活
動
中

や
そ
の
行
き
帰
り
の
事
故
が
補
償

さ
れ
ま
す
。

　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
て
、
掛
け
金
も
低
額

青
木
繁
記
念
大
賞
西
日
本

美
術
展
出
展
作
品
募
集

市 長・ 市 議 会 議 員
立候補予定者説明会

　市選挙管理委員会では、市長・市議会議
員選挙の立候補届出や選挙運動などについ
ての説明会を開催します。関係者は必ず出
席してください。
※市長・市議会議員選挙の告示日は、４月
　19日㈰です。
場 所　市役所本庁舎３階第１会議室
問合せ　市選挙管理委員会事務局
　　　　（市自治振興課内
　　　　☎２２－２１１１ 内線２２２６）

で
す
。

　

万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊

本
県
支
部
（
☎
０
９
６
‐
２
１
３

‐
９
０
１
５
）

「
お
出
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

 

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
18
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

大
畑
コ
ミ
セ
ン

テ
ー
マ　

散
歩
「
し
だ
れ
桜
を
見

に
行
こ
う
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

※
3
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
㉜

９
５
６
６
）

　

内
閣
府
で
は
、
広
い
国
際
的
視

野
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
付

け
た
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
平

成
27
年
度
の
青
年
国
際
交
流
事
業

に
参
加
す
る
青
年
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
世
界
各
国
の
青
年
と
の
交

流
を
通
し
て
、
相
互
理
解
と
友
好

を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
容　
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

や
「
次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
事
業
」
へ
の
参
加

申
込
締
切　

３
月
20
日
㈮

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

内
閣
府
青
年
国
際
交

流
担
当
（
☎　

６
２
５
７
‐

１
４
３
４
）、
県
く
ら
し
の
安
全

推
進
課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
９
４
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

cao.go.jp/koryu/

出
品
種
目　

洋
画
（
油
彩
、水
彩
、

版
画
な
ど
で
Ｍ
30
号
～
Ｓ
１
０
０

号
）

出
品
点
数　

１
人
２
点
ま
で

出
品
料　

１
点
＝
８
２
４
０
円
、

２
点
＝
１
万
６
２
４
０
円

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
30
日

㈭※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

青
木
繁
記
念
大
賞
西
日

本
美
術
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
９
４
２
㉛
８
７
１
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

aoki-nishinippon.jp/

お
知
ら
せ

募
　
　
集

「１枚のはがき」からの男女共同参画  

　「男性も女性も心をつな
いで生活していくと、世の
中がもっとよくなるのでは
ないかなと思って描きまし
た。この作品が最優秀賞に
選ばれ、恥ずかしいけどと
てもうれしいです」

中
な か じ ま

島 さくらさん（人吉東小４年）

村
む ら た

田 光
み さ

咲さん（中原小１年） 髙
た か は ぎ

萩 孝
た か こ

子さん（上田代町）

山
や ま も と

本 真
ま あ や

彩さん（西瀬小６年）

原
は ら ぐ ち

口 玲
れ い な

奈さん（大畑小５年）

村
む ら た

田 迅
じ ん

さん（中原小３年）

優秀賞［６点］

入選［９点］

入賞作品発表

男女共同参画週間（６月23日～ 29日）に合わせて募集した「１枚のはがき」で表現した男女共同参画作品の最優
秀賞と優秀賞の作品と、入選の受賞者氏名を紹介します。

受賞作品は、来年度の男女共同参画社会づくりの啓発チラシやティッシュなどに使用します。応募にご協力いた
だきありがとうございました。

最優秀賞 ［１点］

（☎２２－２１１１  内線２２２５）
問合せ　市自治振興課男女共同参画推進室

須
す え

恵 瞳
ひとみ

さん（大畑小５年）

北
きたがわ

川 良
ら い

唯さん（大畑小２年）　　　那
な す

須 陽
は る な

菜さん（大畑小２年）    　　　茂
し げ た

田 愛
あ い り

梨さん（大畑小３年）
山
やまぐち

口 心
み ゆ

悠さん（大畑小３年）　　　田
た な か

中 崇
そ う た ろ う

太郎さん（中原小４年）  　　  髙
こうやま

山 陽
ひ な た

向さん（中原小４年）
宮
みやもと

本 凌
りょうま

雅さん（大畑小５年）　　　大
おおかき

柿 香
か お り

織さん（東間小６年）　　　　田
た や す

安 琴
こ と み

美さん（中原小６年）
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す
べ
て
の
女
性
を
優
し
く
迎
え
る
春
の
ひ
と
よ
し
・
く
ま

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

講
座
・
教
室

3
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈰
球
磨
川
下
り
川
開
き
祭(

発
船
場
）、

石
野
公
園
ま
つ
り

２
㈪
広
報
配
布

３
㈫
女
性
限
定
！ 

温
泉
入
浴
料
１
０
０
円

（
協
賛
温
泉
施
設
）

4
㈬

５
㈭

６
㈮

７
㈯
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
熊
本
大

会
（
SP
）

８
㈰
き
も
の
ぶ
ら
り
歩
き
・
踊
り
＆
Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ（
九
日
町
・
五
日
町
・
鍛
冶
屋
町
）

９
㈪

10
㈫

11
㈬

12
㈭

13
㈮

14
㈯
お
ひ
な
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
（
鍛
冶
屋
町
）

15
㈰
市
内
中
学
校
卒
業
式

16
㈪
広
報
配
布

17
㈫

18
㈬

19
㈭

20
㈮

21
㈯
春
分
の
日
、
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ

り
春
の
一
斉
開
帳
、
ひ
ゅ
う
は
ぎ
市

（
大
畑
町
）、
国
指
定
史
跡
大
村
横

穴
群
現
地
説
明
会

22
㈰
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
（
発
船
場
）

23
㈪

24
㈫
市
内
小
学
校
卒
業
式
、
第
二
・
第

三
中
修
了
式

25
㈬
市
内
小
学
校
修
了
式

26
㈭

27
㈮
第
一
中
修
了
式

28
㈯

29
㈰
大
畑
駅
さ
く
ら
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト

（
大
畑
駅
）

30
㈪

31
㈫

催 

し 

物

幹
部
自
衛
官
採
用
試
験

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の

異
動
申
告
は
３
月
中
に

夕
方
か
ら
の
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

相　
　

談

税
・
料
金

　

大
村
横
穴
群
は
熊
本
県
で
最
初

に
国
の
指
定
を
受
け
た
史
跡
で

す
。
横
穴
墓
と
は
何
か
、
何
の
た

め
に
装
飾
を
施
し
た
の
か
な
ど
を

学
芸
員
が
説
明
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
こ
そ
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
地
域
の
宝
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

期
日　

３
月
21
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
随
時
解
説
）

場
所　

国
指
定
史
跡
大
村
横
穴
群

（
城
本
町
：
人
吉
駅
裏
手
）

参
加
費　

無
料

※
現
地
集
合
解
散
で
す
。

問
合
せ　

人
吉
城
歴
史
館
（
☎
㉒

２
３
２
４
）

　

平
成
26
年
度
人
吉
城
歴
史
館
カ

レ
ッ
ジ
第
３
回
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

史
跡
人
吉
城
跡
大
手
門
跡
南
側
整

備
工
事
完
了
報
告
会

内
容　

平
成
24
年
度
か
ら
手
掛

け
、
今
年
工
事
が
終
了
す
る
大
手

門
跡
南
側
整
備
の
発
掘
調
査
結
果

や
石
段
解
体
の
様
子
、
整
備
工
事

の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

期
日　

３
月
14
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

人
吉
城
歴
史
館
研
修
室
、

大
手
門
跡
南
側

受
講
料　

無
料

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

人
吉
城
歴
史
館
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
城
歴
史
館
（
☎
㉒

２
３
２
４
）

内
容　

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

基
礎
操
作
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

デ
ジ
カ
メ
の
基
本
操
作

日
程　

４
月
18
日
～
６
月
13
日
の

毎
週
土
曜
日
（
５
月
２
日
を
除
く

全
８
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）
※
求
職

中
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
料　

１
万
円
（
別
に
教
科
書

代
２
千
円
が
必
要
）

申
込
締
切　

４
月
10
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容　

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
応
用
操
作

日
程　

４
月
18
日
～
６
月
13
日
の

毎
週
土
曜
日
（
５
月
２
日
を
除
く

全
８
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

18
人
（
先
着
順
）
※
求
職

中
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
料　

１
万
円
（
別
に
教
科
書

代
２
千
円
が
必
要
）

申
込
締
切　

４
月
10
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
２
４
７
５
）

　

年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
誰
で

も
受
講
で
き
る
生
涯
学
習
講
座
で

す
。「
く
ま
も
と
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」

連
携
講
座
で
す
の
で
、
県
か
ら
学

習
手
帳
の
交
付
や
単
位
認
定
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
】

ア
ク
セ
ス
、
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル

入
門
、ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
応
用
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
入
門
、
パ
ソ

コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
デ
ジ
カ
メ

入
門

【
経
理
事
務
・
就
職
応
援
コ
ー
ス
】

日
商
簿
記
２
級
取
得
、
日
商
簿
記

３
級
取
得

日
程　

４
～
９
月
（
24
回
）

時
間　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス　

午
後

７
時
～
９
時

経
理
事
務
・
就
職
応
援
コ
ー
ス　

午
後
６
時
～
９
時

場
所　

九
州
技
術
教
育
専
門
学
校

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈫

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

月
額
１
万
円
（
別
に
入

学
金
５
千
円
と
テ
キ
ス
ト
代
が
必

要
で
す
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

九
州
技
術
教
育

専
門
学
校
生
涯
学
習
講
座
事
務
局

（
☎
㉒
３
４
１
２
）

　

年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎

回
テ
ー
マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

講
座
内
容　

地
域
の
歴
史
と
文

化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
な
ど

期
日　

5
月
～
平
成
28
年
３
月
の

原
則
毎
月
第
３
月
曜
日

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↖

入
学
資
格　

人
吉
球
磨
に
お
住
ま

い
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　

１
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

受
講
料　

年
額
５
千
円
（
２
回
分

割
可
）、
入
学
金
千
円

申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
を
記
入

し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

４
月
30
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨

さ
わ
や
か
大
学
事
務
局
（
☎

㉒
３
４
４
４
、
〒
８
６
８
‐

０
０
５
７　

人
吉
市
土
手
町
19
‐

２　

永
井
方
）

【
幹
部
自
衛
官
（
一
般
・
技
術
）】

対
象
者　

大
卒
（
見
込
み
含
む
）

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

※
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

【
幹
部
自
衛
官
（
歯
科
・
薬
剤
科
）】

対
象
者　

歯
科
幹
部
候
補
生
＝
大

卒
（
見
込
み
含
む
）
20
歳
以
上
30

歳
未
満
の
方

薬
剤
科
幹
部
候
補
生
＝
大
卒
（
見

込
み
含
む
）
20
歳
以
上
28
歳
未
満

の
方

受
付
締
切　

５
月
１
日
㈮

一
次
試
験
日　

筆
記
試
験
：
５
月

16
日
㈯
、
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）：
５
月

17
日
㈰

※
県
外
在
住
の
方
も
受
験
可

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
㉒

４
７
０
４
）

　

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車

な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
で
、
市

外
転
出
、
廃
車
、
買
い
替
え
、
所

有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

と
き
は
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告

が
な
い
と
今
後
も
税
金
が
掛
か
り

ま
す
。

　

異
動
が
あ
っ
た
方
は
３
月
中
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類

な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
50
㏄ 

〜
１
２
５
㏄ 

の
バ
イ
ク
、

　

農
耕
用
小
型
特
殊
車
、
そ
の
ほ

　

か
の
小
型
特
殊
車
＝
市
税
務
課

　

諸
税
係

●
１
２
５
㏄ 

を
超
え
る
バ
イ
ク
、

　

軽
自
動
車
＝
熊
本
県
軽
自
動
車

　

協
会
（
☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐

　

７
９
２
０
）

　

熊
本
大
学
法
科
大
学
院
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

３
月
20
日
㈮

時
間　

午
後
５
時
～
８
時

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

内
容　

一
般
法
律
問
題
、
家
庭
問

題
、
多
重
債
務
な
ど

申
込
方
法　

相
談
会
当
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
10
時
～

午
後
４
時

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
大
学
大
学

院
法
曹
養
成
研
究
科
ロ
ー
セ
ン

タ
ー
法
律
相
談
受
付
（
☎
０
９
６

‐
３
６
３
‐
７
１
１
８
）

愛
の
献
血
♥

◆
３
月
18
日
㈬

【
マ
ル
シ
ョ
ク
人
吉
店
】

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
午
後
０
時
45
分
～
４
時

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

健　
　

康

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
人
吉
球
磨

の
ひ
な
ま
つ
り
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
！

オ
リ
ジ
ナ
ル
お
ひ
な
さ
ま
制
作

体
験

内
容　

お
ひ
な
さ
ま
羽
子
板
、

陶
器
の
お
ひ
な
さ
ま
、
お
ひ
な

ス
ト
ラ
ッ
プ
、お
ひ
な
グ
ラ
ス
、

く
ま
モ
ン
び
な
の
制
作
体
験

※
体
験
料
が
必
要
で
す
。

期
間　

～
３
月
22
日
㈰

場
所　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

石
野
公
園

問
合
せ　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー

ク
石
野
公
園
（
☎
㉒
６
７
０
０
）

き
も
の
ぶ
ら
り
歩
き
・
踊
り
＆

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

内
容　

舞
妓
さ
ん
と
写
真
撮
影
、

ス
テ
ー
ジ
（
牛
深
ハ
イ
ヤ
、ロ
ッ

ク
着
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
）

※
着
物
で
来
ら
れ
た
方
に
は
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

３
月
８
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

お
ひ
な
通
り（
九
日
町
・

五
日
町
・
鍛
冶
屋
町
）、
ス
テ
ー

ジ
：
あ
ゆ
の
里
駐
車
場

問
合
せ　

き
も
の
ぶ
ら
り
歩
き

実
行
委
員
会　

熊
澤
さ
ん
（
☎

０
８
０
‐
３
５
２
‐
９
４
５
５
）

お
ひ
な
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会

期
日　

３
月
14
日
㈯

時
間　

午
後
１
～
４
時

場
所　

ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
の
家

（
鍛
冶
屋
町
）

問
合
せ　

立
山
商
店
（
☎
㉒

２
５
６
６
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

期
日　

３
月
22
日
㈰

時
間　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

場
所　

球
磨
川
下
り
人
吉
発
船

場問
合
せ　

ひ
と
よ
し
・
く
ま
旬

夏
秋
冬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委

員
会
（
市
観
光
振
興
課
内
）
☎

㉒
２
１
１
１ 

内
線
５
１
４
３

人
吉
球
磨
は
、

　
　
ひ
な
ま
つ
り
　
開
催
中

誰
で
も
気
軽
に
受
講
で
き
る

生
涯
学
習
講
座

人
吉
の
歴
史
を
学
ぼ
う
！

人
吉
城
歴
史
館
カ
レ
ッ
ジ

国
指
定
史
跡
大
村
横
穴
群

現
地
説
明
会

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
初
級
編
）

健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
！

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
応
用
編
）

試　
　

験

（
☎
㉒
２
４
７
５
）
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～出会い・交流・教養～

勤労青少年ホーム教養講座・サークル受講生募集！
　４月から、勤労青少年ホームの教養講座とサークルが始まります（４月 17 日開講予定）。
どの講座も初心者から楽しく学べます。教養を高め、出会いや交流の輪を広げてみませんか？

曜日 講座・サークル名 場　　所 定員 講　　師・
サークル代表者

教材費
(月額) 期　　間

月
華道（小原流） 集会室 20人 永田　和子 １回の講座につき

1,000円程度

４月～
平成28年３月

講座＝月３回
サークル＝毎週

時間＝午後７時
　　　　～９時

茶道（裏千家） 2階和室 10人 宗村　宗裕 1,500円程度

火 書　道 集会室 20人 柿本　浩美 1,500円程度

水

料　理 調理室 15人 大久保  典子 2,000円程度

ボクシング
(ボクササイズ) 体育館 20人 岩本　靜男 1,000円程度

三味線 集会室・
2階和室 20人 簑田　よし子 三味線レンタル料

3,000円

軽音楽 音楽室 10人 福屋　新一 1,000円程度

木

着付け 2階和室 10人 岩﨑　典子 2,000円程度

陶　芸 陶芸棟・
音楽室 20人

髙場　英二
三原　真二

2,000円程度

よさこい鳴子踊り 体育館 30人 徳川　禎
よ し か

郁 1,000円程度

土 居合道 体育館 15人 森島　久志 模造刀レンタル料
1,000円

月・金 ファイト・ネス
＆マラソン教室 体育館 20人 沼田　浩光 1,000円程度

第１・３木 ウクレレ(ポップス)
音楽室 20人

佐無田　学
300円程度

第２・４土 ウクレレ(ハワイアン) 赤坂　勝彦

＝サークル（仲間が集まった自主活動グループです）　

対 象 者　原則として 35 歳未満で、市内に住んでいるか市内で働いている方。ただし、
　　　　　定員に満たないときは 35 歳以上の方も受け付けます。
時 間　午後７時～９時
募集期間　３月２日（月）～４月６日（月）午後１時～午後９時（土・日曜、祝日を除く）
申込方法　勤労青少年ホームに直接申し込んでください。講座開催曜日が違えば複数の
　　　　　講座を受講することもできます。
申込・問合せ　市勤労青少年ホーム
　　　　　　　（人吉市西間下町７－１　弓道場向側　☎２４－３８７１）

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療を受けられるように、お金（国保税）を出し合って医
療費を補助する制度で、人吉市が運営しています。平成25年度の人吉市の国民健康保険事業特別会計の決算状
況をお知らせします。

加
入
状
況　

　

平
成
26
年
３
月
末
現
在
の
被
保

険
者
数
は
９
５
８
４
人
で
、
市
の

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
27
・
８

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

数
は
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
。

決
算
状
況

　

平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
の
決
算
は
、
歳
入

が
49
億
８
１
５
０
万
円
、
歳
出
が

45
億
４
９
０
７
万
円
で
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
最
も
大
き
い
も

の
は
ほ
か
の
保
険
か
ら
の
支
援
金

13
億
６
４
３
１
万
円
で
、
収
入
の

約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
国
保

税
は
８
億
３
４
１
９
万
円
で
収
入

の
２
割
弱
を
占
め
、
国
保
事
業
の

大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
保
険
給
付

費
の
29
億
９
１
８
８
万
円
で
、
約

３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
保
険
給
付
費
と
後
期
高
齢
者
の

医
療
費
支
援
金
、
介
護
保
険
の
納

付
金
、
財
政
安
定
の
た
め
の
保
険

拠
出
金
が
歳
出
の
約
９
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

医
療
費
と
国
保
税

　

平
成
25
年
度
の
医
療
費
総

額
（
自
己
負
担
額
を
含
む
）
は

35
億
７
７
０
０
万
円
で
、
こ
こ
数

年
は
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

被
保
険
者
数
が
毎
年
減
少
し
て
い

る
た
め
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
36
万
３
５
３
５
円

（
対
前
年
度
比
３
・
３
㌫
増
）
で
し

た
。

　

国
保
税
の
平
成
25
年
度
の
収
入

額
は
、
被
保
険
者
数
が
毎
年
減
少

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
毎
年

減
少
し
て
い
ま
す
。

健
全
な
国
保
運
営
の
た
め
に

病
気
の
予
防
が
一
番
！

　

健
全
な
国
民
健
康
保
険
財
政
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人

一
人
が
健
康
管
理
に
努
め
、
病
気

を
予
防
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
す
。

年
に
一
度
は
市
民
健
診
！

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
が
申
込
み
用

紙
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
と
重
症
化
予
防

の
た
め
に
毎
年
市
民
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
の
納
付
に
協
力
を
！

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

国
保
税
が
大
切
な
財
源
で
す
。
国

保
税
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
国

保
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
国

保
税
の
引
き
上
げ
を
招
い
た
り
、

適
切
な
国
保
の
運
営
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
国
保
税
の
納
期
内
の
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
！

　

市
指
定
の
金
融
期
間
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。　

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
国
保
税
の
納
付
書

・
預
金
通
帳

・
通
帳
の
届
け
印

問
合
せ

国
保
全
般
に
関
す
る
こ
と　

市
保
険
年
金
課
国
保
年
金
係
（
☎

㉒
２
１
１
１  

内
線
１
２
２
１
）

市
民
健
診
に
関
す
る
こ
と

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
係

(

☎
㉔
８
０
１
０)

国
保
税
の
納
付
に
関
す
る
こ
と

市
納
税
課
納
税
係(

☎
㉒

２
１
１
１
内
線
１
１
６
２)

歳入
49億8,150万円

国保税 ８億3,419万円
　　　  16.75％

国負担金 
11億2,029万円 

22.49％

県負担金　2億2,625万円
　　　　  4.54%

ほかの保険からの支援金
13億6,431万円

27.39％
財政安定のための交付金
５億1,725万円 10.38%

市負担金　３億3,170万円
　　　　   6.66%

繰越金など 
５億8,751万円

11.79%

後期高齢者の医療費支援金
５億1,390万円 11.30％

介護保険の納付金
２億3,887万円 5.25％

財政安定のための保険拠出金
５億7,827万円 12.71％

健診費用など
3,886万円 

0.85％

その他　6,783万円
　　　    1.49%

保険給付費
29億9,188万円 

65.77%

事務費　6,940万円
　　　   1.53%

基金積立
5,006万円 1.10%

歳出
45億4,907万円

歳入・歳出の状況

平成25年度　国民健康保険事業特別会計決算
～市民みんなが安心して医療を受けられるように～

19 18HITOYOSHI　2015.03.01 広報ひとよし　３月号



　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
75
歳
以
上
の

方
が
対
象
の「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

はい、こちら

消費生活
センター

です
Consumption life center

ようこそ としょかんへ！

３歳までの子どもの写真募集中！

この本よかばい！

児童

一般

連絡先を忘れずに

後
期
高
齢
者
医
療

知
っ
て
お
き
た
い
！

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
市総務課秘書広報係

（☎ 22–2111 内線 2208）
電子メール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

問 図書館　☎２４–３５１８

新
刊
案
内 (

２
月
の
新
刊
か
ら)

元気いっぱいいつも笑
顔をありがとう♡ たく
さん思い出作ろうね。

甘えん坊なお兄ちゃ
ん！ いつまでも兄弟
仲良しでいてね。

毎日かわいい笑顔をあ
りがとう。元気に過ご
そうね。大好き♡

草
く さ お

尾 怜
れ い ら

愛ちゃん井
い の

野 龍
りゅうしょう

昇ちゃん小
おだ

田 穂
ほ

乃
の

花
か

ちゃん

３歳（下林町）２歳（下薩摩瀬町）１歳（願成寺町）
平成23年３月31日生平成24年５月７日生平成25年10月15日生

陽一パパ・恵美ママ大パパ・あすかママ　真也パパ・祥子ママ

山田 伸志／日刊工業新聞社

アレクサンドラ・ミジェリンスカ、
ダニエル・ミジェリンスキ

／徳間書店

マップス　新・世界図絵

　

音
楽
や
心
地
よ
い
振
動
は
私

た
ち
の
生
活
を
楽
し
く
豊
か
に

す
る
の
に
対
し
、
騒
音
と
そ
こ

か
ら
発
生
す
る
振
動
は
逆
に
私

た
ち
を
苦
し
め
る
。
音
と
振
動

発
生
の
仕
組
み
を
は
じ
め
、
身

近
な
現
象
な
ど
を
取
り
上
げ
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
科
学
的
に

解
説
し
ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
人
気
の
絵
本

作
家
が
、
世
界
を
隅
々
ま
で
地

図
と
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
。
食
べ

物
や
歴
史
的
建
物
な
ど
の
情
報

が
楽
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
共
に

ぎ
っ
し
り
。
世
界
１
９
８
カ
国

の
国
旗
と
正
式
名
称
も
網
羅
。

大
人
も
楽
し
め
る
大
人
気
の
大

型
地
図
絵
本
で
す
。

工藤ノリコ／
あかね書房

今
月
の
紹
介
者

竹
た け だ

田 莉
り な

奈さん

瓦屋町

　
私
は
工
藤
ノ
リ
コ
さ
ん
の
本

が
と
て
も
好
き
で
す
。
そ
の
中

で
も
一
番
好
き
な
お
話
は
マ
ル
ガ

リ
ー
タ
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
ク
マ

の
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
と
ハ
チ
の
マ
ル

チ
ェ
ッ
ロ
が
カ
ー
サ
号
に
乗
っ
て
、

い
ろ
ん
な
冒
険
を
し
な
が
ら
、
旅

を
し
て
い
ろ
ん
な
人
と
仲
良
く

な
っ
て
い
く
お
話
で
す
。
私
も
、

マ
ル
ガ
リ
ー
タ
と
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ

み
た
い
に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

行
っ
て
、
世
界
中
に
お
友
達
を
つ

く
り
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
工
藤
ノ
リ
コ
さ
ん

の
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
み
た
い

し
、
人
吉
市
図
書
館
に
は
、
ほ

か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
本
が
あ
る
の

で
、
好
き
な
本
を
た
く
さ
ん
見
つ

け
て
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

マルガリータと
かいぞく船

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合はその翌日）、年末年始（12

月29日～１月３日）
３月の休館日
２日、９日、16日、23日、30日

問 

市
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係 

     (

☎
㉒
２
１
１
１ 

内
線
１
２
２
５)

　

新
年
度
を
迎
え
る
時
期
と
な
り
、
新
し

く
携
帯
電
話
の
購
入
を
考
え
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
や
小

学
生
の
３
割
、
高
校
生
の
９
割
が
携
帯
電

話
を
持
っ
て
い
る
時
代
で
す
。契
約
前
に
、

も
う
一
度
携
帯
電
話
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

個
人
情
報
流
失
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

　

個
人
情
報
の
流
失
が
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
に
は
自
分
だ
け
で

な
く
友
達
や
家
族
の
個
人
情
報
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
に
決
済
機

能
が
あ
る
機
種
も
あ
り
、
絶
対
に
紛
失
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
不
正
利

用
を
防
ぐ
ロ
ッ
ク
機
能
な
ど
を
設
定
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
特
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
小
さ
な
パ
ソ
コ
ン
に
電
話
機
能

が
付
い
た
も
の
と
考
え
て
、
よ
り
い
っ
そ

う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

携
帯
電
話
で
は
、「
無
料
と
書
か
れ
た

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
ら
料
金
を
請
求

さ
れ
た
」
な
ど
の
不
当
請
求
や
架
空
請
求

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
最
新
の
ト
ラ
ブ
ル
情
報
に

日
頃
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
に
掛
か
る
お
金

　

一
番
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
料

金
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
次
の
こ
と
を
確

携
帯
電
話
の
落
と
し
穴

認
し
ま
し
ょ
う
。

①
ど
の
よ
う
な
料
金
プ
ラ
ン
が
あ
る
か

②
広
告
な
ど
で
目
に
す
る「
実
質
負
担
金
」

　

と
は
ど
う
い
う
仕
組
み
な
の
か

③
契
約
期
間
の
確
認
や
、
解
約
金
が
掛
か

　

ら
な
い
更
新
月
の
確
認

④
携
帯
電
話
機
を
分
割
で
購
入
し
て
支
払

　

い
を
忘
れ
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　

契
約
内
容
を
納
得
す
る
ま
で
確
認
し
て

か
ら
、
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
や
不
安
な

と
き
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
手
続
き

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
熊
本
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運
営
主
体

（
保
険
者
）
で
す
が
、
各
種
手
続
き
な
ど

は
市
役
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
申
請
や
届
け
出
は
保
険
年
金
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て

は
税
務
課
、
納
税
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
ご
案
内
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

市
か
ら
お
送
り
し
た
通
知
文
書
な
ど
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
は
が
き
や
封
筒
に
記

入
さ
れ
て
い
る
担
当
課
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
回
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人
の
方
が

手
続
き
に
来
ら
れ
る
場
合
に
必
要
な
も
の

と
、
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

本
人
が
直
接
手
続
き
に
来
ら
れ
る
場
合

は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

●
認
印

●
保
険
証

●
通
知
が
あ
っ
た
場
合
は
通
知
文
書

　

代
理
の
方
が
手
続
き
に
来
ら
れ
る
場
合

は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

●
被
保
険
者
本
人
の
認
印
と
保
険
証

●
通
知
が
あ
っ
た
場
合
は
通
知
文
書

●
代
理
の
方
の
身
分
証
明
書

　

こ
れ
以
外
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
領
収

証
や
証
明
書
、
金
融
機
関
の
口
座
な
ど
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
が
必
要
な
場
合
は
口
座
番
号
の
控

え
か
通
帳
ま
た
は
カ
ー
ド
を
併
せ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）
の

行
為
で
治
療
を
受
け
る
場
合
の
医
療
費
は

第
三
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、

届
け
出
を
す
る
と
保
険
証
を
使
っ
て
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
医
療

費
を
立
て
替
え
、
後
日
、
加
害
者
に
費
用

を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
印
鑑
と

保
険
証
、事
故
証
明
書
な
ど
を
持
っ
て「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

第
八
回

音と振動の科学

広域連合の役割

・保険料の決定
・医療を受けたときの給付
・保険証の交付など

市役所の役割

・申請や届け出の受け付け
・保険料の徴収
・保険証の再発行など
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国民年金
イメージキャラクター

ミナクルちゃん

編
集
後
記

今年も春風マラソンのゴー
ル手前で選手を鼓舞し続け
た、人吉の名物応援団長・
坂本教

のりゆき

幸さんは80歳。開
会式では長寿賞を受賞しま
した。

春風マラソンでおなじみの
応援団長・坂本教幸さん

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

い
よ
い
よ
春
で
す
ね
。
水
仙
や

桃
、
梅
の
花
が
咲
き
そ
ろ
い
、
桜

の
花
咲
く
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
冬
は
こ
と
の
ほ
か
身

が
縮
む
よ
う
な
厳
し
い
寒
さ
で
し

た
の
で
、
春
の
到
来
が
待
ち
遠
し

い
ほ
ど
で
し
た
が
、
お
元
気
に
お

暮
し
で
し
ょ
う
か
。

　

２
月
は
、
春
風
マ
ラ
ソ
ン
と
梅

ま
つ
り
が
大
き
な
行
事
で
し
た

が
、
お
天
気
は
明
暗
が
分
か
れ
ま

し
た
。
春
風
マ
ラ
ソ
ン
は
、
３
年

連
続
で
６
千
人
以
上
の
ラ
ン
ナ
ー

に
エ
ン
ト
リ
ー
い
た
だ
き
、
根
強

い
人
気
の
大
会
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
食
事
の

お
も
て
な
し
と
温
泉
効
果
、
特
に

関
係
者
や
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご

努
力
、
応
援
の
た
ま
も
ん
と
し
ん

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
梅
ま
つ

り
は
小
雨
の
た
め
舞
台
の
催
し
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
霧
に
か

す
む
梅
林
の
景
色
や
雨
粒
に
包
ま

れ
た
つ
ぼ
み
の
膨
ら
み
が
美
し

く
、
遠
近
に
趣
が
あ
る
風
情
で
し

た
。

そ
こ
で
一
句
。

紅
つ
ぼ
み　

明
日
開
か
ん
と

雨
水
抱
く

　

３
月
１
日
は
高
校
の
卒
業
式
で

す
。
大
志
を
抱
い
た
若
者
た
ち
が

巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。
人
生
の
豊

か
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り

で
す
。
弥
生
は
ま
さ
に
、
花
開
く

季
節
で
ご
ざ
ん
も
す
な
ぁ
。

編
集
室
か
ら

「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ

り
」
開
催
中
で
す
ね
。
今
月

も
す
て
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
目

白
押
し
で
す
。
石
野
公
園
で

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
ひ
な
さ

ま
の
制
作
体
験
が
で
き
ま

す
。
3
日
は
協
賛
施
設
で
女

性
の
温
泉
入
浴
料
が
１
０
０

円
、
８
日
は
着
物
で
お
ひ
な

通
り
を
歩
く
「
着
物
ぶ
ら
り

歩
き
」
な
ど
。
春
の
城
下
町

人
吉
を
充
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
期
間
で
す
。

　

い
つ
も
の
街
も
、
着
物
を

着
て
歩
い
て
み
る
こ
と
で
、

見
慣
れ
た
景
色
の
中
に
新
た

な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
も
、友
人
を
招
い
て「
春

の
人
吉
案
内
」
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

国民年金保険料の学生納付特例制度

納　　付 学生納付特例 未　　納
障害基礎年金・遺族基礎年金の受給資格期間に入るか？ ○入る ◯ 入る ×入らない

老齢基礎年金の
受給資格期間に入るか？ ○入る ◯入る ×入らない
年金額に計算されるか？ ○計算される ×計算されない ×計算されない

※保険料の後払い（追納）は、保険料が安くなることはありません。経
済的に余裕がある場合は、学生納付特例を利用せずに保険料を納付し、
さらに口座振替の早割制度や保険料の前納制度の利用をお勧めします。

追納した場合は年金額に計算されます
※追納は保険料が高くなる場合があります

問合せ　八代年金事務所（☎０９６５-３５-６１２３)　
　　　　市保険年金課国保年金係（☎２２－２１１１ 内線１２２２）

上手に活用！

　学生納付特例制度とは、所得がない学生の方が、将来年金を受け取ることができなくなったり、事故などで障がい
が残った場合に障害基礎年金を受けられなくなったりすることを防ぐために、本人の申請で保険料の納付が猶予され
る制度です。※学生の方は、学生納付特例のみ利用できます。

　 学生納付特例制度　２つのポイント
POINT １　本人の所得のみで審査
　本人の所得のみで審査するため、世帯主の所得が高く通常の保険料免除の対象とならない学生の方でも、本人の所
得がない場合は学生納付特例の対象となります。

POINT ２　障害・遺族基礎年金が受給可能に
　学生納付特例期間中にけがや病気などで障がいや死亡といった不慮の事故が発生した場合、障がいの状態に応じて
障害基礎年金や遺族基礎年金を受けることができます。
※障がいや死亡といった事故が発生するまでの国民年金の加入期間の３分の２以上の期間について、保険料を納付、
　免除または猶予されていること、もしくは事故直前の１年間に保険料の未納がないことが条件です。

　 「納付」・「未納」との違い

　 申請の方法
　住民登録をしている市区町村役場の国民年金担当窓口に申請してください。申請書は、年金事務所または市保険年
金課の窓口にあります。申請には、学生証か在学証明書の写しが必要です。

申請は毎年必要です
　学生納付特例の申請が遅れると、申請日前に発生した不慮の事故や病気による障がいについて障害基礎年金を受け取
ることができない場合がありますので注意してください。
　４月１日現在、あらかじめ届け出のあった在学予定期間が終了していない方には、３月下旬に申請書（はがき）が届き
ますので、必要事項を記入し返送してください。

　 過年度分の追納額は？
・学生納付特例期間は、10年前までさかのぼって追納することができます。将来受け取る年金額を増額するためにも、
　追納することをお勧めします。
・学生納付特例の承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受け
　た当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。
・保険料の追納には納付書が必要です。住民登録をしている市町村を管轄する年金事務所（市内在住の方は八代年金
　事務所）で納付書を作成します。電話でお申し込みください。

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
市総務課秘書広報係　　まで
電子メール 
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp
※住所、氏名（ペンネーム可）、

年齢、性別を記入してください。

い
つ
も
広
報
楽
し
み
に
し

て
ま
す
。
春
風
マ
ラ
ソ

ン
に
初
め
て
参
加
し
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
の
で
投
稿
し
ま

す
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
気
持

ち
良
く
ス
タ
ー
ト
。
通
勤
で
い

つ
も
通
る
大
橋
に
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た

り
、
大
勢
で
車
道
を
走
る
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
り
、
普
段
車
で

素
通
り
す
る
街
並
み
を
違
う
角

度
か
ら
楽
し
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
沿
道
の
方
た
ち
の
温
か
い

声
援
で
、
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が

り
完
走
で
き
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
し
た
後
、
お
日
さ
ま

の
下
で
食
べ
る
つ
ぼ
ん
汁
と
赤

飯
や
ぜ
ん
ざ
い
の
美
味
し
い
こ

と
！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
に

癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い
な

が
ら
も
体
力
に
自
信
が
な
く
、

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

何
年
も
参
加
を
渋
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
年
は
友
達
に
強
く

誘
わ
れ
て
思
い
切
っ
て
参
加
。

不
安
な
ま
ま
で
し
た
が
、
一
緒

に
走
っ
て
く
れ
た
友
達
や
沿
道

の
声
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
や
関
係
者
の
方
の
心
遣

い
の
お
か
げ
で
楽
し
い
思
い
出

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
心
温
ま
る

大
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感

謝
で
す
。
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
P.N
温
泉
町
の
ミ
ス
た
ん
ぜ
ん
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あなたの一票大切に！

〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
ＦＡＸ
（
0966）

24-7869
編
集
・
発
行
　
人
吉
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

広
報

ひ
と

よ
し

  平
成

27
年

３
月

1
日

号
  第

１
０

２
９

号

４月12日 は

４月26日 は

期日前投票の期間と場所

投票所入場券を郵送します

熊 本 県 議 会 議 員 選 挙

人吉市長選挙・人吉市議会議員選挙
の投票日です！

県議会議員選挙　４月４日（土）～ 11日（土）
市長・市議会議員選挙　４月20日（月）～ 25日（土）

時間　午前８時30分～午後８時　　場所　人吉市役所別館大会議室

　投票所入場券は、告示日（県議選は４月３日、市長・市議選は４月19日）以降、
世帯ごとに郵送します。投票に行くときは、各自切り取ってお持ちください。
　期日前投票は、入場券がなくても投票できます。

問合せ　市選挙管理委員会事務局（☎２２－２１１１ 内線２２２６・２２２５） 

　選挙権は、私たちに与えられた大切な権利です。
「一票」の重みをじっくり考え、住みよい郷土をつくるために必ず投票しましょう。


